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2白馬議会だより　124号　平成30年 4月30日

一般会計予算の規模は60億  4700万円・他５件の特別会計予算

平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月

５
日
か
ら
22
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期

で
開
会
。

初
日
か
ら
５
日
間
は
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、平
成
30
年
度
一
般
会
計

予
算
及
び
５
件
の
特
別
会
計
予
算
を
集
中
審
議
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
総
額
60
億
４
７
０
０
万
円
は
、前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し

て
５
億
８
０
０
万（
7.7
％
）の
減
で
す
。

歳
入
で
は
、主
な
財
源
と
な
る
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
か
ら
減
少
と
な
る

見
込
み
で
す
。
地
方
交
付
税
へ
の
依
存
度
が
高
く
な
る
状
況
で
す
が
、国
の
財
政

計
画
に
お
い
て
、前
年
度
を
上
回
る
額
が
確
保
さ
れ
た
も
の
の
、基
準
財
政
収
入

額
の
算
定
に
用
い
る
徴
収
率
の
段
階
的
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、今
後
減
少
し
て

い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
、厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

歳
出
で
は
、広
域
ゴ
ミ
焼
却
施
設
の
建
設
や
神
城
断
層
地
震
に
よ
る
災
害
復

旧
が
ひ
と
段
落
し
た
こ
と
か
ら
、抑
制
し
て
い
た
道
路
改
良
事
業
な
ど
、地
域
要

望
に
応
え
る
た
め
の
社
会
基
盤
整
備
事
業
を
再
開
し
た
こ
と
で
費
用
は
増
加
す

る
状
況
で
す
。

予
算
編
成
の
基
本
的
な
方
針
は
、第
５
次
総
合
計
画
及
び
総
合
戦
略
の
確
実

な
推
進
、地
区
懇
談
会
等
に
よ
る
住
民
の
声
の
反
映
、自
立
性
の
高
い
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
の
た
め
の
経
費
の
削
減
と
自
主
財
源
の
確
保
な
ど
、納
税
者
の

視
点
に
た
っ
た
行
財
政
改
革
の
推
進
。

さ
ら
に
子
育
て
支
援
や
地
域
振
興
策
な
ど
喫
緊
の
行
政
課
題
へ
の
対
応
、歳

入
の
的
確
な
確
保
と
新
た
な
財
源
を
創
出
し
、将
来
を
見
据
え
た
投
資
を
推
進

す
る
予
算
編
成
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
で
は
重
点
的
に
取
り
組
む
事
業
を
中
心
に
審
査
を
行
い
、

最
終
日
に
全
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

３
月
定
例
会

議
会
も
注
目
す
る
目
玉
事
業

北
城
地
区
中
央
部
に
優
良
農
地

41
h
a
を
確
保
す
る
事
業
に
着
手
。

30
年
度
は
実
施
設
計
。

村
道
改
良
の
た
め
の
用
地
取
得
・

改
良
工
事
、舗
装
修
繕
工
事
等
。

村道改良事業　４億3400万円

子育て世代 支援を充実！
景観形成計画作成事業　117万円

消防車両購入事業　2310万円

北城南部ほ場整備事業　1400万円

2
0
2
0
年
ま
で
の
景
観
行
政

団
体
移
行
を
見
据
え
て
、２
年
か
け

て
白
馬
村
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
計

画
を
策
定
。

住
民
生
活
の
安
心
安
全
の
た
め
、

更
新
計
画
に
基
づ
き
ポ
ン
プ
車
1
台

を
購
入
。
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一般会計予算の規模は60億  4700万円・他５件の特別会計予算

30年度

予 算

子
ど
も
、障
が
い
者
、ひ
と
り
親

世
帯
を
対
象
と
し
た
医
療
費
給
付

事
業
。
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

を
継
続
し
、8
月
診
療
分
か
ら
は
現

物
給
付
方
式
を
採
用（
窓
口
負
担
は

5
0
0
円
の
み
）

自
転
車
を
テ
ー
マ
と
し
た
環
境

整
備
と
各
種
事
業
へ
の
取
り
組
み
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
合
宿

地
へ
の
立
候
補
。

唐
松
沢
が
氷
河
で
あ
る
可
能
性

が
あ
り
、本
格
的
な
調
査
に
着
手
。

新
図
書
館
の
建
設
に
向
け
有
識

者
会
議
を
設
置
。
同
時
に
基
本
構
想

策
定
に
取
り
組
む
。

南
北
小
学
校
で
の
校
舎
一

部
改
修
に
よ
る
環
境
整
備
。
中

学
校
で
は
、一
人
1
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
配
備
を
完
結
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
の
一
つ
で
あ

る
南
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
全
面
改
修
。

　 子育て相談支援事業 3936万円
　 子ども子育て支援サービス 181万円
　 母子保健衛生事業 142万円

妊
娠
、出
産
か
ら
子

育
て
ま
で
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
実
現
の

た
め
、ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
内
に「
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
新
規
開
設
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
相
談
員
を
配
置
。

こ
れ
に
併
せ
、産
前
産

後
の
サ
ポ
ー
ト
や
ケ

ア
、検
診
事
業
な
ど
を

充
実
。

子
育
て
家
庭
支
援

の
た
め
の
子
育
て
支

援
ア
プ
リ
・
小
児
科
オ

ン
ラ
イ
ン
を
導
入
、ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
。

福祉医療費給付事業　4240万円

氷河調査事業　371万円

新図書館建設事業　564万円

　小学校環境整備 1358万円
　中学校情報教育環境整備 1448万円

南部グラウンド改修工事　1億2588万円

グリーン期観光の自転車環境整備事業　585万円

子育て世代 支援を充実！
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今 年 は  ど う 変 わ る ？

「みんなの予算」  その使い道
疑

質 今 年 は ど  う 変 わ る ？ 予
算
質
疑

予 算 特 別
委 員 会

ト
イ
レ
改
修
の

ト
イ
レ
改
修
の優先

度
は
　

優
先
度
は
　

総
務
課

質
疑
議
会
費
の
工
事
請
負
費
の
内
容

は
。

回
答
議
会
棟
の
身
障
者
用
ト
イ
レ
設

置
に
関
わ
る
改
修
費
。

意
見
ト
イ
レ
の
改
修
よ
り
傍
聴
者
用

の
階
段
へ
の
昇
降
機
設
置
や
、庁

舎
２
階
ト
イ
レ
の
改
修
が
優
先
的
に
は

先
で
は
な
い
か
。

回
答
優
先
順
位
に
つ
い
て
の
意
見
は
理

解
出
来
る
が
、各
予
算
要
求
の
中

か
ら
、今
回
は
３
階
身
障
者
ト
イ
レ
の
設
置

を
優
先
し
た
。限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、要

求
事
項
を
段
階
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

意
見
庁
舎
改
修
事
項
な
の
で
議
会
費

の
修
繕
費
と
せ
ず
、総
務
費
の
財

産
管
理
費
の
修
繕
費
と
す
べ
き
で
は
。

回
答
基
本
的
に
は
同
じ
庁
舎
内
に

あ
っ
て
も
、３
階
は
議
会
棟
と
い

う
位
置
づ
け
な
の
で
議
会
に
関
連
す
る

も
の
と
し
て
議
会
費
に
入
れ
た
。

質
疑
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
の
改
修

の
内
容
は
。

回
答
老
朽
化
に
よ
り
屋
根・
外
壁
塗

装
、
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど

５
０
０
万
円
余
り
を
見
込
ん
で
い
る
。

質
疑
姉
妹
都
市
提
携
事
業
の
普
通
旅

費
の
使
途
は
。

回
答
オ
ー
バ
ー
ビ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
と

の
交
流
35
周
年
事
業
に
、白
馬
村

の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
11
名
が
参
加
予

定
で
、80
万
円
の
旅
費
を
補
助
す
る
。

質
疑
地
域
公
共
交
通
検
討
会
議
の
開

催
は
。

回
答
会
議
は
10
回
程
度
開
催
。ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
は
４
月
～
６
月
に

実
施
予
定
し
て
い
る
。

意
見
お
た
め
し
移
住
制
度
、集
落
支
援

員
、地
域
支
援
員
の
積
極
的
活
用

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化
に
つ
い
て
、

庁
内
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
整
備
や
行
政

ツ
ー
ル
と
し
て
の
運
用
を
、し
っ
か
り
と

検
討
す
べ
き
。

回
答
意
見
を
参
考
に
対
応
し
て
い
く
。

課
税
徴
収
の
方
針
は

課
税
徴
収
の
方
針
は

税
務
課

質
疑
課
税
と
徴
収
に
つ
い
て
、今
年
度

の
方
針
に
つ
い
て
は
。

回
答
課
税
で
は
、固
定
資
産
税
の
宅
地

や
雑
種
地
の
課
税
誤
り
を
し
な

い
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。ま
た
、雑
種

地
の
中
の
グ
ラ
ン
ド
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

な
ど
は
、宅
地
並
み
課
税
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
使
用
状
況
で
評
価
を
下
げ
て
い
く

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。徴
収
で
は
、

大
口
滞
納
者
に
対
し
て
は
厳
し
く
対
応

し
て
来
た
。そ
の
効
果
が
上
が
っ
て
き
て

い
る
の
で
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
。現

年
度
分
は
、31
年
度
以
降
口
座
振
替
制
度

を
強
化
し
た
い
。納
税
者
に
メ
リ
ッ
ト
が

出
る
よ
う
な
方
策
が
な
い
か
事
例
も
参

考
に
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
の

乗
合
タ
ク
シ
ー
の

土
日
運
行
は

土
日
運
行
は

健
康
福
祉
課

質
疑
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業

に
つ
い
て
、住
民
よ
り
土
日
の
運

行
も
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
る

が
対
応
は
可
能
か
。

回
答
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、そ

の
よ
う
な
要
望
は
承
知
し
て
い

る
。現
時
点
で
の
土
日
運
行
の
予
定
は
な

い
。今
後
、試
験
的
に
期
間
を
区
切
っ
て

運
行
を
検
討
し
た
い
。

意
見
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
補
修
工

事
に
つ
い
て
、同
セ
ン
タ
ー
は
教

育
課
等
も
入
り
福
祉
以
外
に
も
利
用
さ

れ
て
第
二
庁
舎
化
し
て
い
る
。財
産
管
理

費
の
修
繕
費
に
す
べ
き
で
は
。

回
答
蛍
光
灯
を
L
E
D
に
替
え
リ
ー

ス
料
と
し
た
も
の
で
、期
間
は
７

ふるさとテレワークの実施拠点として整備されたノルウェービレッジ。
Yahoo ㈱から今後の展開についての説明会。

住民同士の支え合いや見守りなど生活支援サービスや住民主体の
通いの場等が、地域で複数運営されることが求められている。
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今 年 は  ど う 変 わ る ？

「みんなの予算」  その使い道
 今 年 は ど  う 変 わ る ？予

算
質
疑

ここが
  聞きたい!!

年
間
、対
応
年
数
は
15
年
で
リ
ー
ス
化
し

た
方
が
９
７
０
万
ほ
ど
安
く
な
る
試
算
。

ま
た
、第
二
庁
舎
化
し
て
い
る
事
実
は
あ

る
。し
か
し
管
理
に
つ
い
て
は
当
初
の
利

用
目
的
や
起
債
の
関
係
上
、健
康
福
祉
課

の
管
理
下
に
あ
る
の
で
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。予
算
仕
訳
科
目
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
し
て
い
く
。

質
疑
生
活
支
援
体
制
整
備
等
補
助
事

業
に
つ
い
て
は
。

回
答
住
民
同
士
の
支
え
合
い
や
見
守

り
な
ど
、生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
や

住
民
主
体
の
通
い
の
場
等
の
活
動
を
行

う
２
名
以
上
の
団
体
に
、活
動
費
と
し
て

支
援
し
て
20
万
円
を
予
算
化
。食
事
会
な

ど
の
開
催
を
提
案
。今
後
、地
域
へ
団
体

を
設
立
支
援
し
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
共
に
地
域
か
ら
の
相
談
に

対
応
。

山
小
屋
の
改
修
に

山
小
屋
の
改
修
に

か
か
る
費
用
は

か
か
る
費
用
は

観
光
課

質
疑
天
狗
山
荘
と
八
方
池
山
荘
の
改

修
に
つ
い
て
は
。

回
答
天
狗
山
荘
に
は
、昨
年
の
雪
害
に

よ
る
復
旧
工
事
に
１
億
円
余
り
。

財
源
は
損
害
保
険
料
５
２
１
０
万
円
、ふ

る
さ
と
白
馬
を
応
援
す
る
基
金
よ
り

１
２
０
０
万
円
、村
債
３
７
２
０
万
円
、

一
般
財
源
を
１
４
１
万
見
込
ん
で
い
る
。

八
方
池
山
荘
は
外
壁
の
老
朽
化
に
伴
う

補
修
工
事
に
1
7
3
万
円
。

意
見
八
方
尾
根
保
全
協
へ
の
負
担
金

は
、過
去
に
元
気
づ
く
り
支
援
金

を
利
用
し
て
い
た
が
、そ
の
補
助
も
無
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。事
業
内
容
が
充
実
し

て
事
業
結
果
の
評
価
も
高
い
の
で
の
継

続
し
て
ほ
し
い
。

回
答
当
初
予
算
か
ら
は
外
し
て
あ
る

が
、今
後
八
方
区
と
も
検
討
。

質
疑
観
光
局
へ
の
負
担
金
算
定
方
式

は
。

回
答
今
年
度
よ
り
算
定
方
式
を
村
全

体
の
A
L
P
S
花
三
昧
等
観
光

事
業
や
自
転
車
関
連
、公
式
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
な
ど
、事
業
費
ベ
ー
ス
に
変
更

し
た
。

意
見
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
周
知

を
は
か
る
べ
き
で
は
。

回
答
安
曇
野
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
ド

な
ど
は
４
０
０
０
人
強
が
参
加
。

村
民
か
ら
の
｢お
も
て
な
し
｣が
必
要
な

こ
と
か
ら
、啓
蒙
や
大
会
の
広
報
に
努
め

て
い
き
た
い
。

都
市
計
画
調
査
の

都
市
計
画
調
査
の

必
要
性
は

必
要
性
は

建
設
課

意
見
都
市
計
画
調
査
の
見
直
し
は
５

年
に
１
回
行
っ
て
い
る
が
、そ
の

必
要
性
は
あ
る
か
。

回
答
今
後
、高
規
格
道
路
の
村
内
ル
ー

ト
の
決
定
や
駅
前
の
無
電
柱
化

へ
の
対
応
な
ど
、そ
の
機
運
は
高
ま
っ
て

き
て
い
る
。１
年
遅
れ
だ
が
こ
の
事
業
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

雪害にあった天狗山荘。早期の復旧が望まれている。

八方尾根の植生回復作業の様子。地元民による地道な活動が成果
を上げている。
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予 

算 

質 

疑

質
疑
村
道
の
白
線
を
引
く
箇
所
に
つ
い
て
は
。

回
答
通
学
路
を
優
先
的
に
、交
通
量
の
多
い
と

こ
ろ
か
ら
着
手
。

ゴ
ミ
集
積
所
の

ゴ
ミ
集
積
所
の

今
後
の
予
定
は

今
後
の
予
定
は

住
民
課

質
疑
福
祉
医
療
給
付
事
業
に
つ
い
て
は
。

回
答
こ
の
事
業
は
子
ど
も
、障
が
い
者
、ひ
と

り
親
世
帯
を
対
象
と
し
た
医
療
給
付
事

業
で
、子
ど
も
は
18
歳
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化

を
継
続
し
、負
担
軽
減
の
た
め
８
月
診
療
分
か
ら

現
物
給
付
方
式
を
採
用
。窓
口
負
担
は
５
０
０
円

の
み
と
な
る
。

質
疑
小
規
模
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
の
ゴ
ミ
の

集
積
所
は
、村
内
に
12
箇
所
あ
る
と
説
明

が
あ
っ
た
が
、今
後
増
や
す
予
定
か
。

回
答
土
地
の
確
保
や
大
き
な
集
積
場
が
作
れ

な
い
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
事
情
も

考
え
対
応
。今
後
、小
規
模
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
増

え
て
い
く
可
能
性
は
あ
る
。収
集
運
搬
回
数
を
減

ら
す
な
ど
、工
夫
を
し
な
が
ら
様
子
を
み
て
い
く
。

ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
太
鼓
橋
の

ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
太
鼓
橋
の

架
け
替
え

架
け
替
え
はは

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

質
疑
ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
３
号
橋（
太
鼓
橋
）の
架

け
替
え
は
、恒
久
の
橋
と
す
る
の
か
。

回
答
本
年
度
予
算
で
恒
久
の
橋
と
し
て
圧
雪

車
や
車
、人
が
安
全
に
渡
れ
る
よ
う

９
０
０
０
万
円
余
り
を
見
込
ん
で
更
新
。　

質
疑
ウ
イ
ン
グ
21
の
雨
漏
り
や
ア
リ
ー
ナ
の

床
が
滑
り
や
す
い
等
の
苦
情
が
あ
る
が
、

対
応
は
。

回
答
公
共
施
設
の
管
理
計
画
に
基
づ
き
優
先

順
位
を
決
め
て
対
応
。た
だ
、雨
漏
り
は

原
因
が
究
明
出
来
ず
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

意
見
税
外
負
担
金
の
ス
キ
ー
選
手
育
成
金
だ

が
、区
未
加
入
者
か
ら
の
負
担
が
無
く
、

不
公
平
感
が
あ
る
の
で
村
費
で
対
応
す
べ
き
で

は
。回

答
地
区
要
望
も
あ
り
、財
政
的
に
対
応
で
き

る
か
総
務
課
で
も
検
討
中
。

新
共
同
調
理
場
移
行
の

新
共
同
調
理
場
移
行
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

教
育
課

質
疑
中
学
校
の
部
活
動
支
援
員
の
具
体
的
な

役
割
は
。

回
答
以
前
の
学
校
外
部
者
で
は
事
故
発
生
時

の
責
任
の
所
在
が
明
ら
か
で
は
無
く
、全

国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
た
。法
改
正
に
よ
り
、

学
校
長
の
監
督
下
に
あ
る
支
援
員
で
あ
れ
ば
、顧

問
の
先
生
が
い
な
く
て
も
対
応
が
可
能
と
な
る
。

今
年
度
は
、男
女
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
や
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
部
の
大
会
か
ら
対
応
し
て
い
く
。

意
見
新
共
同
調
理
場
の
愛
称
や
コ
ン
テ
ナ
車

等
の
ボ
デ
ィ
へ
の
ペ
イ
ン
ト
な
ど
に
児

童・生
徒
か
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
募
集
は
。

回
答
食
育
の
観
点
か
ら
も
対
応
し
た
い
。

質
疑
調
理
運
営
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
。

回
答
設
備
も
変
わ
る
の
で
そ
の
操
作
方
法
等
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
３
週
間
程
度
予
定
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

開
設
は

開
設
は

子
育
て
支
援
課

質
疑
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開

設
は
。

回
答
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
3
階
の
子
育
て
支

援
課
内
に
７
月
開
設
予
定
。母
子
保
健

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、療
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

相
談
員
に
は
保
健
師
を
配
し
、専
門
的
な
支
援
と

新施設での操作等の調理トレーニングは 3週間程度を予定。
新しい給食センターの立面図（上）とパース（下）
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関
係
機
関
と
の
連
携
を
は
か
る
。併
せ
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
対
応
の
子
育
て
支
援

ア
プ
リ
を
作
成
し
無
料
で
提
供
。母
子
手
帳
な
ど

へ
利
用
し
、妊
娠
期
か
ら
18
歳
ま
で
広
く
対
応
。

今
後
の
農
家
へ
の

今
後
の
農
家
へ
の

　
　
　
　
支
援
策
は

　
　
　
　
支
援
策
は

農
政
課

質
疑
本
年
度
よ
り
減
反
政
策
が
廃
止
さ
れ
水

田
へ
の
直
接
支
払
制
度
が
無
く
な
る
。

農
家
へ
の
支
援
策
は
。

回
答
実
質
的
な
予
算
計
上
は
し
て
い
な
い
。

農
地
の
賃
借
料
を
農
業
委
員
会
で
値
下

げ
す
る
検
討
を
し
て
い
る
。３
月
中
に
は
結
論
が

出
る
。ま
た
、共
同
調
理
場
へ
の
野
菜
の
供
給
な

ど
で
、地
産
地
消
や
高
収
益
作
物
を
Ｊ
Ａ
と
共
に

推
進
。

小
規
模
水
道
の

小
規
模
水
道
の

維
持
補
修
費
は

維
持
補
修
費
は

上
下
水
道
課

質
疑
小
規
模
水
道
の
維
持
補
修
費
は
。

回
答
基
本
は
所
有
す
る
地
元
で
の
負
担
。大

規
模
な
場
合
は
村
で
対
応
。

 

全
体
討
論 

 

反
対
討
論 

　

３
階
ト
イ
レ
改
修
工
事
請
負
費
は
議
会
費
に

入
れ
る
の
で
は
な
く
、庁
舎
管
理
の
財
産
管
理
費

に
入
れ
る
べ
き
。

▽
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算

●
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算

質
疑
基
金
は
１
億
４
６
０
０
万
円
ほ
ど
あ
る

が
、今
後
の
予
定
は
。

回
答
被
保
険
者
数
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
、保
険
税
の
減
少
や
高
額
医
療
の
増

加
な
ど
基
金
運
用
は
重
要
。し
か
し
、県
域
化
に

よ
り
リ
ス
ク
は
軽
減
さ
れ
る
の
で
、今
後
の
基
金

は
５
０
０
０
万
円
程
度
で
も
良
い
と
考
え
る
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
。

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

質
疑
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
へ
の
進
捗
状

況
や
人
員
体
制
は
。

回
答

平
成
31
年
度
４
月
に
移
行
す
る
た
め
、今
年
度
は

固
定
資
産
の
洗
い
出
し
や
決
算
書
の
整
理
、貸
借

対
照
表
の
期
首
金
額
の
確
定
な
ど
を
行
い
、課
職

員
上
げ
て
対
応
す
る
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
。

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

意
見
人
件
費
の
発
生
し
な
い
特
別
会
計
は
必

要
な
い
の
で
は
。

回
答
ま
だ
公
共
下
水
道
へ
接
続
出
来
な
い
こ

と
や
、補
助
事
業
の
透
明
性
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
。

●
水
道
事
業
会
計
予
算

●
水
道
事
業
会
計
予
算

質
疑
自
動
検
針
の
普
及
は
。

回
答
近
年
、光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

回
線
に
変
更
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、ア

ナ
ロ
グ
回
線
の
自
動
検
針
は
全
体
の
40
％
位
。検

針
員
よ
る
検
針
は
60
％
位
。今
後
、デ
ジ
タ
ル
回

線
に
対
応
し
た
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
等
の
導
入
を

検
討
。

質
疑
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
捗
状
況
は
。

回
答
２
ヶ
月
遅
れ
で
発
注
し
た
た
め
現
在
遅

延
し
て
い
る
。更
新
事
業
は
30
年
度
か

ら
予
定
。計
画
の
成
果
品
が
出
来
上
が
る
時
期
に

よ
っ
て
は
、31
年
度
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も

あ
る
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
。

本年度から子育て世代包括支援センターが開設予定。妊娠期から 18歳までの
切れ目のない支援が望まれる。
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総
務
社
会
委
員
会

総
務
社
会
委
員
会

●●��
辺
地
対
策
総
合
整
備
計
画
の

辺
地
対
策
総
合
整
備
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

変
更
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
以
降
の
事
業
計
画

を
追
加
す
る
も
の
で
、内
山
地
区

の
ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
の
既
存
コ
ー
ス

を
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
に
利
用
可

能
と
す
る
た
め
の
改
修
を
想
定
。

問
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
利

用
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン

作
成
は
。

答
観
光
課
と
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課
で
調
整
中
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

●●��

長
野
県
町
村
公
平
委
員
会
共

長
野
県
町
村
公
平
委
員
会
共

同
設
置
規
約
の
変
更
に
つ
い

同
設
置
規
約
の
変
更
に
つ
い

てて
　
白
馬
山
麓
環
境
施
設
組
合
が
白

馬
山
麓
事
務
組
合
に
名
称
変
更
す

る
こ
と
に
伴
う
改
正
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

●●��

大
町
市
及
び
白
馬
村
に
お
け

大
町
市
及
び
白
馬
村
に
お
け

る
北
ア
ル
プ
ス
連
携
自
立
圏

る
北
ア
ル
プ
ス
連
携
自
立
圏

形
成
に
係
る
連
携
協
約
の
一

形
成
に
係
る
連
携
協
約
の
一

部
を
変
更
す
る
協
約
の
締
結

部
を
変
更
す
る
協
約
の
締
結

の
協
議
に
つ
い
て

の
協
議
に
つ
い
て

　
大
北
５
市
町
村
の
連
携
自
立
圏

事
業
で
、新
た
に
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
、お
よ
び
未
就
学

児
の
眼
科
屈
折
検
査
を
平
成
30
年

度
か
ら
実
施
す
る
た
め
、協
約
の

事
業
項
目
を
追
加
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

●●��

ふ
る
さ
と
白
馬
村
を
応
援
す

ふ
る
さ
と
白
馬
村
を
応
援
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

条
例
に
つ
い
て

　
寄
附
者
の
意
向
を
反
映
す
る
た

め
、条
例
の
事
業
区
分
を
一
部
変

更
し
、新
た
に
三
区
分
を
追
加
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

●●��

嘱
託
職
員
の
任
用
お
よ
び
勤

嘱
託
職
員
の
任
用
お
よ
び
勤

務
条
件
等
に
関
す
る
条
例
の

務
条
件
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
い
た
職
員

給
料
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、嘱
託

職
員
の
各
区
分
の
報
酬
を
月
額

4
0
0
円
引
き
上
げ
る
も
の
な
ど
。

問
有
資
格
職
種
に
比
べ
、白

馬
高
校
寮
嘱
託
員
、集
落

支
援
員
の
報
酬
が
高
い
の
で
は
。

答
白
馬
高
校
関
係
は
、生
徒

と
の
関
わ
り
や
勤
務
場

所
で
の
精
神
的
な
労
働
性
な
ど
か

ら
妥
当
と
考
え
る
。ま
た
、他
の
事

例
な
ど
も
参
考
に
し
て
い
る
。

 

意
見 

　
有
資
格
職
種
の
実
際
の
手
取
り

が
低
い
。国
も
働
き
方
改
革
で
動

き
出
し
て
い
る
の
で
、内
容
を
精

査
し
て
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

討
論 

　

有
資
格
系
の
嘱
託
職
員
に
比

べ
、追
加
す
る
区
分
の
嘱
託
職
員

の
報
酬
が
高
す
ぎ
る
の
で
反
対
。

▽
少
数
の
賛
成
に
よ
り
否
決
。

●●��

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
に
関
す
る
条
例

も
の
の
報
酬
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

つ
い
て

　
改
正
学
校
基
本
法
に
よ
り
部
活

動
指
導
員
を
追
加
し
、報
酬
額
を

時
間
1
6
0
0
円
と
す
る
も
の
。

白
馬
中
男
女
バ
レ
ー
部
、バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
に
配
置
。

▽�

全
員
の
賛
成
に
よ
り
委
員
会
所

管
事
項
は
可
決
。

●●��

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

つ
い
て

　
実
費
支
給
の
場
合
の
職
員
旅
費

を
１
㎞
20
円
と
定
め
る
も
の
。

問
自
家
用
車
を
使
っ
た
場

合
の
適
用
か
。ま
た
、報

告
方
法
は
。

答
そ
の
通
り
で
、様
式
を
定

め
て
報
告
し
て
も
ら
い
、

距
離
の
整
合
性
を
図
る
。

スノーハープのメインコース及び太鼓橋付近を東京オリンピッ
ク合宿誘致も視野に入れた改修工事設計。

図書館で働いている嘱託職員（図書館司書）

ふるさと納税ふるさと納税 寄附総額２億100万円に！　 寄附総額２億100万円に！　
今補正は1500万円を基金へ今補正は1500万円を基金へ
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▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

●●��
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
の
国
保
制
度
改
革
に

よ
る
県
納
付
金
に
充
当
す
る
た
め
の

課
税
額
を
項
立
て
す
る
改
正
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

●●��

保
育
所
設
置
条
例
等
の
一
部
を
改

保
育
所
設
置
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

未
満
児
保
育
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

か
ら
、定
員
数
の
３
歳
以
上
児
と
未
満

児
の
内
訳
を
な
く
し
、併
せ
て
、休
日

保
育
と
一
時
保
育
の
利
用
料
金
の
引

き
下
げ
を
お
こ
な
う
も
の
。

問
保
育
料
引
き
下
げ
の
経
緯
は
。

答
平
成
21
年
度
制
定
以
来
改
正

は
な
か
っ
た
。こ
れ
で
大
北

の
他
市
町
村
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
る
。

問
定
員
数
の
内
訳
を
な
く
す
こ

と
に
よ
る
、保
育
士
や
施
設

の
受
け
入
れ
体
制
は
。

答
保
育
士
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、部
屋
も
臨
機
応
変

に
対
応
し
た
い
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

●●��

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

てて
　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
の
徴

収
に
つ
い
て
、法
律
の
改
正
に
伴
う
改

正
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

●●��

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　

名
称
を
白
馬
山
麓
環
境
施
設
組
合

か
ら
白
馬
山
麓
事
務
組
合
に
改
称
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

●●��
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
か
ら
国
保
事
業
の
事

務
の
一
部
を
県
も
担
う
こ
と
か
ら
、村

の
事
務
と
県
の
事
務
を
区
分
す
る
た

め
の
改
正
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

●●��

消
防
団
員
公
務
災
害
補
償
条
例
の

消
防
団
員
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

消
防
法
か
ら
の
引
用
条
文
の
明
確

化
を
す
る
た
め
の
改
正
な
ど
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

 

補
正
予
算 

白
馬
高
校
支
援
事
業	

　
　
　
　
１
０
３
１
万
円
増
額

●
一
般
会
計
補
正
予
算

●
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
１
億
4
3
5
8
万
１
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

69
億
4
3
2
5
万
６
千
円
と
す
る
も

の
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
当
初
予
算
よ
り

寄
附
が
多
く
な
り
返
礼
品
関
係
の

費
用
を
6
4
8
万
円
増
額
。こ
の
増

額
を
う
け
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
に

１
０
０
０
万
円
、環
境
保
全
基
金
に

５
０
０
万
円
を
積
立
。

問
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
の
進
捗
状

況
、業
務
場
所
と
な
る
ノ
ル

ウ
ェ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
の
施
設
整
備
状
況

は
。答

委
託
事
業
者
と
の
契
約
は
２

月
下
旬
に
行
っ
た
。工
事
は

終
了
し
、３
月
半
ば
に
国
の
検
査
を
受

け
る
。

問
テ
レ
ワ
ー
ク
は
何
社
入
っ
て

い
る
か
。ま
た
、ふ
る
さ
と
納

税
の
業
務
委
託
の
状
況
は
。

答
テ
レ
ワ
ー
ク
は
ヤ
フ
ー（
株
）

を
入
れ
て
３
社
。国
の
交
付

金
額
は
8
0
0
万
円
程
度
。ふ
る
さ

と
納
税
業
務
は
契
約
日
以
降
の
返
礼

品
の
業
務
を
委
託
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は
。

答
２
月
末
で
寄
附
額
は
約

２
億
1
0
0
万
円
。

▽�

全
員
の
賛
成
に
よ
り
委
員
会
所
管

事
項
は
可
決
。

●●��

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
補
正
予
算

会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
1
4
8
4
万
７
千
円
を
減
額
し
、予

算
総
額
を
14
億
2
9
8
3
万
１
千
円

と
す
る
も
の
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

●●��

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算

正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
、そ
れ
ぞ

れ
75
万
円
を
追
加
し
、予
算
総
額
を

8
3
9
0
万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

 

陳
情
・
請
願 

●
陳
情
第
２
号

●
陳
情
第
２
号

　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
作
成
に
お
け

る
連
携
強
化
、小
規
模
な
景
観
形
成
条

例
、国・
県
よ
り
の
補
助
金
事
業
の
要

請
を
願
い
た
い
と
い
う
も
の
。

▽�

多
数
の
賛
成
に
よ
り
継
続
審
査
。

●●��

陳
情
第
３
号　
国
に
対
し
て
生
活

陳
情
第
３
号　
国
に
対
し
て
生
活

保
護
費
引
き
下
げ
中
止
を
求
め
る

保
護
費
引
き
下
げ
中
止
を
求
め
る

意
見
書
提
出
の
陳
情

意
見
書
提
出
の
陳
情

▽�

多
数
の
賛
成
に
よ
り
趣
旨
採
択
。

訓練に励む消防団員
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産
業
経
済

産
業
経
済
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会

●●��

歴
史
的
古
民
家（
庄
屋
ま
る
は

歴
史
的
古
民
家（
庄
屋
ま
る
は

ち
）の
指
定
管
理
者
の
指
定

ち
）の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
指
定
管
理
者
は
株
式
会
社
Ｇ・Ｃ

で
、契
約
期
間
は
平
成
30
年
４
月
１

日
か
ら
５
年
間
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

●
村
道
路
線
の
認
定

●
村
道
路
線
の
認
定

　

村
道
１
１
２
５
号
線
を
農
道
よ

り
村
道
に
認
定
す
る
も
の
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

　
●●��

工
事
委
託
に
関
す
る
変
更
協
定

工
事
委
託
に
関
す
る
変
更
協
定

の
締
結

の
締
結

　

白
馬
村
公
共
下
水
道
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る

協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
で
、

期
間
は
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
30

年
度
ま
で
。変
更
前
協
定
額
か
ら

５
２
０
０
万
円
を
減
額
し
、協
定
額

を
２
億
3
8
0
0
万
円
と
す
る
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

●●��

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
に
関
す
る
条
例
の
一

の
の
報
酬
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例（
所
管
事

部
を
改
正
す
る
条
例（
所
管
事

項
）
項
）

　

農
業
委
員
会
に
よ
る
農
地
利
用

の
最
適
化
に
向
け
た
積
極
的
な
活

動
を
推
進
す
る
た
め
、農
業
委
員
及

び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

活
動
実
績
と
成
果
実
績
に
応
じ
て
、

通
常
の
報
酬
と
は
別
に
報
酬
を
支

給
す
る
た
め
の
条
例
の
一
部
改
正
。

▽�

全
員
の
賛
成
に
よ
り
委
員
会
所

管
事
項
は
可
決
。

●●��

山
小
屋
条
例
の
一
部
を
改
正
す

山
小
屋
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

る
条
例

　
荷
揚
げ
の
た
め
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

料
金
高
騰
の
た
め
、大
人
の
宿
泊
料

金
を
改
定
す
る
も
の
。

問
来
年
度
消
費
税
が
２
％

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
よ
り
、

来
年
度
も
料
金
改
定
を
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。そ
れ
も
見
越
し
て

今
回
も
う
少
し
増
額
す
る
の
が
良

い
の
で
は
。

答
消
費
税
増
税
の
こ
と
ま
で

は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

再
度
検
討
す
る
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

●●��

村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を

村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

改
正
す
る
条
例

　

公
営
住
宅
法
施
行
規
則
の
改
定
並

び
に
所
得
税
法
の
改
正
に
よ
る
も
の
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

 

補
正
予
算 

　
除
雪
事
業
費（
追
加
補
正
も
含
め
）

　
　
　
　
4
6
5
2
万
円
増
額

●
一
般
会
計
補
正
予
算

●
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　

　　
　

　　　

　

農
地
費
の
８
１
８
万
７
千
円
の

減
額
は
、ほ
場
整
備
事
業
の
調
査
設

計
委
託
料
で
、北
城
南
部
地
区
の
面

積
が
57
h
a
か
ら
40
·
８
h
a
へ

の
変
更
な
ど
。　

　

除
雪
事
業
費（
追
加
補
正
も
含
め
）

4
6
5
2
万
1
千
円
の
増
額
。

　

中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
取
付
道

路
は
土
地
の
買
い
上
げ
が
で
き
て

い
な
い
た
め
、７
０
８
４
万
９
千
円

の
減
額
。

〇
観
光
課

　
観
光
施
設
整
備
費
の
天
狗
山
荘
工
事

請
負
費
１
７
０
７
万
４
千
円
の
減
額
。

　
観
光
戦
略
事
業
の
１
８
０
万
２
千

円
の
増
額
は
、観
光
局
の
税
務
調
査

に
よ
る
追
徴
金
と
加
算
金
。　

　
商
工
振
興
費
の
２
１
２
万
９
千
円

の
増
額
は
、創
業
支
援
事
業
補
助
金
。

〇
上
下
水
道
課

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

１
５
６
３
万
８
千
円
の
減
額
。

▽�

全
員
の
賛
成
に
よ
り
委
員
会
所

管
事
項
は
可
決
。

●●��

平
成
平
成
2929
年
度
下
水
道
事
業
特
別

年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　
１
０
２
６
万
１
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

７
億
５
３
７
２
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。　

　

下
水
道
区
域
外
流
入
分
担
金
に

５
３
７
万
７
千
円
の
増
額
。

　

一
般
会
計
繰
入
金
５
６
３
万
８
千

円
を
減
額
。

　

一
般
管
理
費
７
０
９
万
円
の
減

額
は
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
等

の
清
算
に
よ
る
も
の
。

問
下
水
道
区
域
外
流
入
分
担

金
の
件
数
は
。

答
3
件
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

●●��

平
成
平
成
2929
年
度
水
道
事
業
会
計
補

年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
５
号
）

正
予
算（
第
５
号
）

　

収
益
的
収
入
の
営
業
収
益

に
２
９
９
万
５
千
円
を
追
加
、

２
億
７
８
７
５
万
１
千
円
と
し
、収
益

的
支
出
の
営
業
費
用
を
３
１
３
万
８
千

円
減
額
し
、２
億
６
７
８
９
万
５
千
円

と
す
る
も
の
。

▽�

全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

●●��

陳
情
陳
情
1313
号　
国
土
交
通
省
告
示

号　
国
土
交
通
省
告
示

第第
1515
号
の
履
行
に
関
す
る
陳
情

号
の
履
行
に
関
す
る
陳
情

書書

　
建
築
物
の
設
計・工
事
監
理
業
務

の
発
注
に
際
し
、「
告
示
第
１
５
号
」

に
準
拠
し
た
契
約
が
行
わ
れ
る
よ

う
陳
情
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
。

●●��

陳
情
陳
情
1414
号　
最
低
制
限
価
格
の

号　
最
低
制
限
価
格
の

設
定
に
関
す
る
陳
情
書

設
定
に
関
す
る
陳
情
書

　
建
築
物
の
設
計・工
事
監
理
業
務

入
札
時
の「
最
低
制
限
価
格
」を
、発

注
予
定
額
の
90
％
以
上
に
設
定
す

る
よ
う
陳
情
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
。

●●��

陳
情
陳
情
1515
号　

耐
震
診
断
・
耐
震

号　

耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
に
関
す
る
陳
情
書

改
修
に
関
す
る
陳
情
書

　

自
治
体
の
耐
震
診
断
業
務
の
発

注
に
際
し
て
は
、建
築
士
法
の
規
定

に
基
づ
き
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

た
業
務
報
酬
基
準
に
準
拠
し
た
契

約
が
行
わ
れ
る
よ
う
陳
情
。

▽
全
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
。

●
陳
情
１
号

●
陳
情
１
号

　
建
築
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
創
設
、

国
、県
よ
り
補
助
金
事
業
の
要
請
。

問
以
前
と
全
く
同
じ
内
容
の
補
助

金
を
希
望
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
前
回
と
同
様
に
一
般
住
宅
及

び
店
舗
併
用
住
宅
で
あ
る
。

▽
多
数
の
賛
成
に
よ
り
採
択
。

新規購入した除雪ドーザ

除雪事業　4652万円の増で除雪事業　4652万円の増で 総額3億1215万円　 総額3億1215万円　
除雪委託費は2億4314万円除雪委託費は2億4314万円
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討
論
・
付
帯
決
議
・
質
疑

議
案
24　

平
成
30
年
度　

白
馬
村
一
般
会
計
予
算

陳
情
１　

建
築
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
創
設
、国
・
県
よ
り
補
助
金
事
業
の
要
請

陳
情
３　
「�

国
に
対
し
て
、生
活
保
護
費
引
き
下
げ

中
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情
」

議
案
8　

嘱
託
職
員
の
任
用
及
び
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

付
帯
決
議
の
動
議

田
中
榮
一�

議
員

村
で
は
多
く
の
嘱
託
職
員
を
雇
用
し
行
政
運
営
の
大
き
な

力
。免
許
あ
る
い
は
資
格
を
取
得
し
な
け
れ
ば
従
事
で
き
な

い
職
種
も
あ
り
、勤
続
年
数
が
長
期
に
わ
た
り
貢
献
し
て
き

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、報
酬
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
。

そ
れ
ら
の
職
種
の
報
酬
月
額
に
比
べ
、新
た
に
加
え
る
２
つ

の
職
種
の
報
酬
月
額
は
、バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
も
の
。
こ
の
議

案
は
今
ま
で
の
職
種
の
値
上
げ
と
追
加
区
分
等
の
２
つ
の
改

正
内
容
が
一
括
提
案
さ
れ
て
も
い
る
こ
と
か
ら
反
対
。

加
藤
亮
輔�

議
員

2
年
前
の
３
月
議
会
で
、非
正
規
職
員
の
賃
金
を
正
職
員
に
近
づ

け
、生
活
で
き
る
賃
金
に
と
修
正
案
を
提
出
。し
か
し
少
数
で
否
決
。

16
万
５
０
０
０
円
か
ら
税
金
、社
会
保
障
料
を
引
け
ば
手
取
り
は

13
万
円
前
後
く
ら
い
。国
家
資
格
者
の
栄
養
士
や
図
書
館
司
書
で
も

嘱
託
採
用
で
手
取
り
は
16
万
円
前
後
。夫
婦
共
働
き
な
ら
生
活
で
き

る
が
、単
身
者
の
場
合
は
非
常
に
苦
し
い
生
活
実
態
。4
0
0
円
の

ア
ッ
プ
程
度
で
は
、正
職
員
と
の
格
差
は
拡
大
し
、嘱
託
職
員
の
待

遇
改
善
に
は
程
遠
い
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
。

加
藤
亮
輔�

議
員

予
算
書
の
書
き
方
は
地
方
自
治
法
施
行
規
則
15
条
第

１
項
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。
今
予
算
の
中
で
ト
イ
レ
の

改
修
工
事
費
及
び
設
計
費
５
４
５
万
円
が
、議
会
費
の

中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
通
常
ト
イ
レ
な
ど
庁
舎
の
改

修
工
事
は
、総
務
費
の
財
産
管
理
費
に
記
載
す
る
の
が

常
識
。
予
算
審
議
過
程
の
中
で
幾
度
と
な
く
村
長
に
修

正
を
申
し
入
れ
た
が
、無
視
の
態
度
。予
算
の
編
成
権
は

村
長
の
み
に
専
属
し
て
い
る
が
、修
正
を
認
め
な
い
。科

目
変
更
し
な
い
。規
則
無
視
の
予
算
案
に
は
反
対
。

田
中
麻
乃�

議
員

陳
情
要
望
に
あ
っ
た「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事

業
」が
実
施
さ
れ
た
３
年
間
は
、ゆ
と
り
が
あ
っ
た

財
政
状
況
下
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
実
施
で
き
た
も
の
。

直
近
の
財
政
状
況
で
は
、村
債
残
高
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、前
回
と
同
じ
内
容
の
補
助
金
創
設
は
、時

期
的
に
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
る
。

建
設
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を
検
討
す
る
の
で
あ
れ

ば
、そ
れ
を
通
じ
て
観
光
白
馬
の
ま
ち
づ
く
り
と
い

う
重
要
施
策
に
寄
与
す
る
も
の
に
な
る
べ
き
。検
討

す
べ
き
余
地
が
多
々
あ
る
た
め
趣
旨
採
択
に
す
べ
き

と
思
う
の
で
反
対
。

伊
藤
ま
ゆ
み�

議
員

前
回
の
３
１
９
８
万
円
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
で
費

用
対
効
果
は
２
億
3
1
8
0
万
円
と
７
倍
も
あ
り
、

地
域
の
経
済
活
性
化
に
貢
献
。

世
界
水
準
の
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
は
あ
ま
り
に
お
粗

末
な
ま
ち
並
み
を
、外
観
の
修
繕
に
必
要
な
塗
料
や

外
壁
材
を
扱
う
企
業
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た「
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」を
利
用
し
て
整
備
し
、

商
品
力
の
向
上
を
す
べ
き
。

県
で
も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

県
産
材
を
使
用
し
た
住
宅
の
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム

を
推
進
。よ
っ
て
こ
の
陳
情
の
採
択
に
賛
成
。

加
藤
亮
輔�

議
員

格
差
の
拡
大
に
伴
い
、相
対
的
貧
困
ラ
イ
ン
の
年
収
は

１
２
２
・５
万
円
、月
収
約
１
０
・
２
万
円
で
、６
に
1
人
が

貧
困
。こ
の
状
況
下
、事
故
や
病
気
、親
の
介
護
や
身
体
的

理
由
か
ら
仕
事
を
休
め
ば
た
ち
ま
ち
生
活
苦
に
陥
る
。こ

の
対
策
が
憲
法
25
条
に
基
づ
く
生
活
保
護
制
度
。

し
か
し
政
府
は
、
老
齢
加
算
の
段
階
的
廃
止
、

２
０
１
３
年
に
生
活
扶
助
を
最
大
10
％・平
均
6.5
％
削
減
。

更
に
住
宅
扶
助
、冬
季
加
算
の
削
減
を
続
け
、今
年
さ
ら

に
５
％
の
生
活
扶
助
を
削
減
。意
見
書
の
提
出
は
す
べ
き

で
賛
成
。

伊
藤
ま
ゆ
み�

議
員

こ
の
予
算
の
議
会
費
に
含
ま
れ
る
、設
計
管
理
委

託
料
と
工
事
請
負
費
の
合
計
５
４
５
万
円
は
、障
が

い
者
や
子
連
れ
の
方
が
利
用
で
き
る
多
目
的
ト
イ
レ

の
併
設
と
、洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
工
事
費
。
障
が

い
者
に
対
す
る
福
祉
制
度
の
充
実
は
必
要
と
考
え
、

反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。し
か
し
①
庁
舎
３
階
ト

イ
レ
の
使
用
頻
度
が
低
い
②
起
債
を
し
て
ま
で
つ
く

る
緊
急
性
が
な
い
③
議
会
費
と
し
て
計
上
す
べ
き
事

業
で
は
な
い
。以
上
３
つ
の
理
由
か
ら
反
対
。

篠
﨑
久
美
子�

議
員

本
予
算
で
は
第
５
次
総
合
計
画
の
基
本
目
標
推
進
と
総
合
戦

略
の
指
標
実
現
、住
民
の
暮
ら
し
や
す
さ
を
目
指
し
、子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、公
共
交
通
の
調
査
、自
転
車
観
光
、ほ

場
整
備
、新
図
書
館
建
設
の
基
本
構
想
、新
ご
み
処
理
施
設
稼
働

に
伴
う
体
制
整
備
な
ど
様
々
な
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

議
会
費
の
仕
分
け
適
正
化
は
必
要
だ
が
、予
算
全
て
を
否

決
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。

人
口
減
少
な
ど
で
自
主
財
源
の
増
加
は
望
め
ず
財
政
運
営
は
厳

し
い
。一
層
の
行
財
政
改
革
を
心
掛
け
た
事
業
実
施
を
望
み
、賛
成
。

津
滝
俊
幸�

議
員

村
で
の
一
般
職
員
よ
り
も
嘱
託
職
員
の
割

合
が
高
く
、日
々
の
行
政
業
務
に
あ
た
っ
て

い
る
。
村
民
か
ら
見
れ
ば
、正
規
職
員
と
嘱

託
職
員
の
見
分
け
は
つ
か
ず
、同
じ
責
務
を

お
っ
て
い
る
の
で
一
般
職
同
様
に
人
事
院
勧

告
の
対
象
と
す
べ
き
。
よ
っ
て
こ
の
条
例
改

正
に
は
賛
成
。

反対 反対反対

賛成

賛成

賛成

賛成

発
議
者：太
田
伸
子�

議
員

「
議
案
第
24
号
　

平
成
30
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
予
算
」

神
城
断
層
地
震
災
害
復
旧
の
た
め
、
近
年

は
大
型
予
算
が
継
続
。
こ
の
先
、学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
建
設
や
、新
図
書
館
建
設
及
び
新

道
の
駅
建
設
構
想
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
今

後
の
財
政
運
営
を
考
慮
す
る
と
、取
り
崩
し

た
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
れ
が
必
要
。
そ
こ

で
、予
算
執
行
に
あ
た
り
以
下
を
決
議
す
る
。

1
．�村
債
の
大
き
な
ふ
く
ら
み
や
財
政
調
整

基
金
の
取
り
崩
し
、事
業
の
外
部
委
託
等
、

財
政
運
営
に
不
安
が
あ
る
。村
の
財
政
を

熟
慮
し
て
、効
果
的
な
事
業
執
行
に
努
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
．�庁
舎
３
階
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
は
、庁
舎

維
持
事
業
科
目
の
変
更
を
要
望
。

一
般
会
計
補
正
予
算　

質
疑

篠
﨑
久
美
子�

議
員

問
こ
の
補
正
で
財
政
調
整
基
金
を
３
８
９
６
万
４

千
円
取
崩
し
、基
金
繰
入
額
は
３
億
９
９
２
６
万

３
千
円
と
な
る
。条
例
で
は
、基
金
は
財
源
が
著
し

く
不
足
す
る
場
合
な
ど
に
限
り
処
分
可
能
と
あ
る

が
、取
り
崩
し
の
基
準
は
。

答
で
き
る
限
り
取
崩
し
を
避
け
た
い
。具
体
的
な

基
準
は
定
め
て
い
な
い
。

問
財
政
調
整
基
金
の
積
立
目
標
額
は
。

答
定
め
て
い
な
い
。で
き
る
限
り
多
く
積
立
て
た

い
。

問
今
後
の
健
全
財
政
へ
の
姿
勢
は
。長
期
的
財
政

計
画
の
作
成
は
。

答
財
政
調
整
基
金
、臨
時
財
政
対
策
債
に
注
視
し
、

特
別
交
付
税
も
申
請
し
て
い
く
。財
政
計
画
は
概

ね
３
年
間
で
作
成
。
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議
決
結
果

補正後の予算額と当初予算との差額
現在額 当初予算 増減

一般会計 　69億3250万円 65億5500万円 ＋3億7750万円
国民健康保険 14億2983万円 14億4020万円 －1036万円
後期高齢者医療 8390万円 8270万円 ＋120万円

下水道 7億5372万円 7億5561万円 －188万円
水道（水道事業費用） 2億9946万円 3億68万円 －122万円

件名 議決結果
白馬村辺地対策総合整備計画の変更について 可決　賛成：全員

白馬村歴史的古民家（庄屋まるはち）の指定管理者の指定について 可決　賛成：全員

長野県町村公平委員会共同設置規約の変更について 可決　賛成：全員

大町市及び白馬村における北アルプス連携自立圏形成に係る連携協約の一部を変更する協約の締結の協議について 可決　賛成：全員

村道路線の認定について 可決　賛成：全員

工事委託に関する変更協定の締結について 可決　賛成：全員

ふるさと白馬村を応援する条例の一部を改正する条例について 可決　賛成：全員

白馬村嘱託職員の任用及び勤務条件等に関する条例の一部を改正する条例について 可決　反対：丸山、伊藤、加藤、田中（榮）	

白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を改正する条例について 可決　賛成：全員

職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について 可決　賛成：全員

白馬村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可決　賛成：全員

白馬村保育所設置条例等の一部を改正する条例について 可決　賛成：全員

白馬村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について 可決　賛成：全員

白馬村廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について 可決　賛成：全員

白馬村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可決　賛成：全員

白馬村山小屋条例の一部を改正する条例について 可決　賛成：全員　

白馬村営住宅管理条例の一部を改正する条例について 可決　賛成：全員

白馬村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 可決　賛成：全員

平成29年度　白馬村一般会計補正予算（第8号） 可決　賛成：全員

平成29年度　白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第4号） 可決　賛成：全員

平成29年度　白馬村後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 可決　賛成：全員

平成29年度　白馬村下水道事業特別会計補正予算（第4号） 可決　賛成：全員

平成29年度　白馬村水道事業会計補正予算（第5号） 可決　賛成：全員

平成30年度　白馬村一般会計予算 可決　反対：伊藤、加藤

平成30年度　白馬村国民健康保険事業勘定特別会計予算 可決　賛成：全員

平成30年度　白馬村後期高齢者医療特別会計予算 可決　賛成：全員

平成30年度　白馬村下水道事業特別会計予算 可決　賛成：全員

平成30年度　白馬村農業集落排水事業特別会計予算 可決　賛成：全員

平成30年度　白馬村水道事業会計予算 可決　賛成：全員

追加議案
工事請負契約の締結について 可決　賛成：全員
平成29年度　白馬村一般会計補正予算（第9号） 可決　賛成：全員
平成29年度　白馬村下水道事業特別会計補正予算（第5号） 可決　賛成：全員
白馬村固定資産評価審査委員会委員の選任について 可決　賛成：全員

● 3 月 定 例 会 　議決結果●

提出者 住所 要　　旨 審査結果
一般社団法人長野県建築士事務所協会
一般社団法人長野県建築士事務所協会
大北支部

長野市　
白馬村 国土交通省告示第 15号の履行に関する請願書 採択	

賛成：全員

一般社団法人長野県建築士事務所協会
一般社団法人長野県建築士事務所協会
大北支部

長野市　
白馬村 最低制限価格の設定に関する陳情書 採択	

賛成：全員

一般社団法人長野県建築士事務所協会
一般社団法人長野県建築士事務所協会
大北支部

長野市　
白馬村 耐震診断・耐震改修に関する陳情書 採択

賛成：全員

白馬建築業組合 白馬村 陳情書（建築リフォーム補助金の創設、国・県より補助金
事業の要請）

採択
採択に反対 : 丸山、田中麻、津滝

白馬建築業組合 白馬村 陳情書（グランドデザイン作成、白馬村小規模景観形成条
例の改善化、国・県より補助金事業の要請）

継続審査
継続審査に反対：津滝

大北生活と健康を守る会 大町市 国に対して生活保護費引き下げ中止を求める意見書提出の
陳情書

趣旨採択
趣旨採択に反対：伊藤、松本、加藤

● 請 願 ・ 陳 情 文 書 ●

注意：上記金額は千円以下を切り捨ててあるため、合計に誤差が出ています。水道事業は収益的支出額です。
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一般質問 （紙面の都合上、質問者本人が要約し掲載しています）

村
 政を問う

安全で活力ある
　村づくりをめざして

・新たな観光財源で想定する財源規模は
・新リサイクルセンター建設の方向性は
・村民の懐を温めて、観光財源確保を
・子育て世代包括支援センターの開始は

・ごみ処理広域化の準備状況と課題は
・ケーブル TV で財源検討審議会の放映を
・平成 30 年度予算で重要視した事業は

フォトニュース

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は 1 問１答方式で、1 人
60 分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。臨場感ある本会議での傍聴
をお待ちしています。

臨場感ある本会議での傍聴を臨場感ある本会議での傍聴を
お待ちしています。お待ちしています。

旅立ちの日に
新たな希望を胸にし、巣立ちの時を迎えた教え子の姿を見つめる先生。

その胸にはどんな想いが広がっているのでしょう。今日は忘れられない「旅立ちの日」。

質問内容
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【
新
た
な
観
光
財
源
を
考
え
る

検
討
会
】

問
検
討
会
の
立
ち
上
げ
時
期
と

委
員
構
成
、答
申
ま
で
の
期

間
は
。答

４
月
ま
た
は
５
月
に
第
１
回

を
開
催
予
定
。観
光
、公
共
政

策
、地
方
財
政
専
門
の
大
学
教
授
等
有

識
者
３
名
、村
内
観
光
関
係
団
体
代
表

者
５
名
を
予
定
。期
間
は
お
よ
そ
半

年
で
、透
明
性
の
確
保
も
図
る
。

問
必
要
と
考
え
る
財
源
額
と
使

途
は
。

答
使
途
は
景
観
整
備
、観
光
案

内
施
設
整
備
、地
産
地
消
促

進
の
商
品
開
発
、温
泉
施
設・
宿
泊
施

設
の
魅
力
向
上
、統
一
看
板
、ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
の
決
済
環
境
整
備
、

違
法
民
泊
の
監
視・
摘
発
、観
光
統
計

デ
ー
タ
の
取
得・
分
析
、情
報
発
信
の

強
化
な
ど
を
想
定
。現
時
点
で
は
約

１
億
円
か
ら
２
億
円
程
度
と
考
え
る
。

問
宿
泊
税
の
み
の
検
討
か
。

答
入
湯
税
の
見
直
し
や
分
担
金

な
ど
、観
光
財
源
の
在
り
方

全
体
を
検
討
。

問
住
民
の
多
様
な
意
見
の
反
映

方
法
は
。

答
検
討
会
へ
の
観
光
関
連
団
体

か
ら
の
委
員
参
加
、各
事
業

者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
等
で
反
映
す
る
。

問
こ
れ
ら
の
重
要
企
画
は
、専

門
的
な
部
署
を
つ
く
り
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

答
新
年
度
は
総
務
課
企
画
調
整

係
と
政
策
企
画
係
の
組
織
改

正
を
す
る
。政
策
係
で
新
た
な
財
源

確
保
、公
共
交
通
、公
共
施
設
等
の
総

合
的
計
画
調
整
、移
住
定
住
、新
た
な

産
業
に
関
す
る
事
項
を
扱
う
予
定
。

答

問 館長公募の
 時期は

地域おこし協力隊を
想定、31 年度採用

【
新
図
書
館
の
建
設
検
討
】

問
新
年
度
の
具
体
的
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
現
在
の
検
討
委
員
会
か
ら
の

答
申
は
30
年
度
中
。よ
り
専

門
的
見
地
か
ら
有
識
者
会
議
を
新
た

に
設
置
。施
設
整
備
等
の
基
本
構
想

策
定
の
委
託
料
を
予
算
化
し
て
、ま
ち

づ
く
り
の
方
向
と
新
図
書
館
建
設
構

想
を
策
定
。

問
新
年
度
予
算
に
人
件
費
計
上

が
な
い
が
館
長
公
募
は
。

答
30
年
７
月
に
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
の
募
集
を
検
討
。構

想
段
階
か
ら
参
画
し
て
も
ら
う
予
定

で
採
用
は
31
年
度
。

問
施
設
の
複
合
化
は
。

答
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
住
民

意
見
や
有
識
者
会
議
の
意
見

を
参
考
に
検
討
。

問
場
所
は
村
づ
く
り
に
非
常
に

重
要
だ
が
、検
討
は
。

答
村
有
地
を
最
優
先
候
補
と
し
、

私
有
地
の
取
得
も
視
野
に
30

年
度
中
に
検
討
開
始
。答

問 平成30年度からの
第７期介護保険料は
基金繰入で負担軽減を

図り、5,700 円へ

【
介
護
保
険
改
正
な
ど
】

問
第
７
期
の
介
護
保
険
料
は
。

答
基
金
繰
入
で
3
0
0
円
ほ
ど

負
担
軽
減
し
た
が
、第
６
期

の
月
額
5
5
0
0
円
か
ら
5
7
0
0

円
に
な
る
。

問
大
北
５
市
町
村
が
組
織
す
る

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
と
は
。

答
重
度
で
家
族
対
応
に
苦
慮
し

て
い
る
場
合
な
ど
専
門
的
支

援
が
必
要
な
ケ
ー
ス
に
適
切
に
対
応
。

問
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の

実
施
状
況
は
。

答
助
け
合
い
の
気
風
づ
く
り
が

課
題
、実
施
団
体
へ
の
補
助

金
を
新
た
に
創
設
す
る
。大
北
地
域

内
の
取
り
組
み
事
例
集
を
作
成
、配
布

す
る
。問

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

住
民
に
身
近
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。さ
ら
な
る
周
知
は
。

答
地
域
に
積
極
的
に
出
向
き
、

相
談
窓
口
で
あ
る
こ
と
を
周

知
す
る
。

新
た
な
観
光
財
源
で
想
定
す
る
財
源
規
模
は

約
１
億
円
か
ら
２
億
円
規
模
と
考
え
て
い
る

答 問

介護や福祉の身近な相談窓口・
役場１階にある地域包括支援センター

篠﨑久美子 議員
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【 

新
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建

設
と
ご
み
処
理
】

問
８
月
か
ら
の
稼
働
を
目
指
し

た
セ
ン
タ
ー
実
現
へ
の
経
過

と
方
向
性
は
。

答
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
は
89

名
の
共
有
名
義
で
、昭
和
58

年
に
12
名
の
実
質
地
権
者
と
賃
貸
借

契
約
を
し
て
使
用
し
て
き
た
が
、広
域

連
合
が
土
地
名
義
人
全
員
の
同
意
が

必
要
と
判
断
し
た
た
め
、建
設
を
延
期

し
、裁
判
手
続
き
に
よ
り
名
義
整
理
を

進
め
る
。

問
89
名
の
法
定
相
続
人
は
何

名
。

答
５
８
７
名
で
あ
る
。ま
た
、登

記
名
義
人
89
名
の
う
ち
３
名

は
相
続
済
み
で
あ
る
。89
分
の
１
の

持
分
を
白
馬
山
麓
環
境
施
設
組
合
が

所
有
す
る
。

問
地
権
者
12
名
に
集
約
し
た
経

過・
そ
れ
を
担
保
す
る
も
の

は
。答

登
記
簿
上
の
所
有
者
は
89
名

に
な
っ
て
い
る
が
、未
相
続

に
な
っ
て
い
る
土
地
も
あ
り
、当
時
の

地
区
役
員
の
連
署
に
よ
る
贈
与（
贈
進

※
）証
書
と
念
書
に
12
名
の
所
有
を
確

約
す
る
記
載
が
あ
り
、こ
れ
を
根
拠
と

し
て
昭
和
58
年
に
12
名
と
契
約
締
結

し
た
。

※�

当
時
の
書
類
に
は
贈
進
証
書
と
記

載
さ
れ
て
い
る

問
昭
和
58
年
７
月
１
日
に
契
約

が
締
結
さ
れ
た
が
、同
年
10

月
５
日
の
念
書
し
か
存
在
し
て
い
な

い
。契
約
締
結
の
見
解
は
。

答
地
域
の
約
束
と
し
て
、昭
和

48
年
に
贈
与
証
書
が
締
結
さ

れ
て
お
り
、そ
れ
を
ひ
と
つ
の
根
拠
と

し
て
、当
時
契
約
を
し
た
と
認
識
し
て

い
る
。問

年
間
借
地
料
5
9
6
万
円
。

そ
の
半
額
は
迷
惑
料
で
毎
年
支
払
わ

れ
て
い
る
が
、ど
の
よ
う
な
迷
惑
な
の

か
。答

周
辺
地
域
へ
の
大
気
汚
染
物

質
の
影
響
、悪
臭
、騒
音
等
や

資
産
価
値
の
低
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
正
面
に
面
す

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
道
路
も
使

用
料
金
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。答

現
状
で
は
借
地
の
中
に
含
ま

れ
て
お
り
、土
地
名
義
の
集

約
が
で
き
次
第
、所
有
権
移
転
登
記
に

向
け
た
手
続
き
を
す
る
。

問
報
道
に
よ
れ
ば
、建
設
時
期

め
ど
立
た
ず
、登
記
名
義
人

の
承
諾
が
難
航
と
あ
る
が
。

答
現
在
建
設
を
進
め
る
た
め
の

手
続
き
を
し
て
い
る
。村
側

の
意
図
が
伝
わ
ら
な
い
報
道
を
さ
れ

た
点
に
つ
い
て
は
深
く
お
詫
び
す
る
。

問
新
ご
み
焼
却
施
設
稼
働
に
合

わ
せ
た
村
の
ご
み
集
積
や
分

別・ご
み
出
し
ル
ー
ル
変
更
な
ど
、問

題
点
や
注
意
点
は
。

答
新
た
に
作
ら
れ
る
事
業
系
ご

み
専
用
袋
を
含
め
、広
域
連

合
が
ご
み
袋
を
製
作
す
る
。販
売
は

７
月
の
予
定
。新
施
設
の
工
事
は
延

期
と
な
る
が
、現
在
の
焼
却
施
設
の
活

用
に
よ
り
利
用
者
へ
の
影
響
が
最
小

限
に
な
る
よ
う
努
め
、地
区
要
望
も
踏

ま
え
て
対
応
す
る
。

答

問 国調の中部地区
　終了で総合的
　　判断とは
調査結果を税に反映

するのが望ましい

【
国
土
地
籍
調
査
】

問
経
過
並
び
に
実
施
状
況
と
見��

通
し
は
。

答
昭
和
63
年
度
よ
り
佐
野
地
区

神
城
１
区
か
ら
事
業
を
開
始

し
、１
３
５
・
2
3
k
㎡
が
調
査
対
象

面
積
で
あ
る
。現
在
の
方
針
と
し
て

は
平
坦
地
2
0
・
0
6
k
㎡
の
調
査
完

了
に
取
組
ん
で
お
り
、平
成
29
年
度
は

八
方
地
区
南
部・北
城
21
区
の
調
査
に

着
手
し
1
2
・
7
7
k
㎡
と
な
っ
た
。

進
捗
状
況
は
6
3
・
７
％
で
、未
だ
事

業
完
了
の
時
期
が
見
通
せ
な
い
状
況

で
あ
る
。

新
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
の
方
向
性
は

名
義
を
整
理
し
、契
約
を
締
結
し
て
進
め
る

答 問

8月稼働予定の新ごみ処理施設。大町市源汲地区の「エコパーク」

横田孝穗 議員
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【
観
光
地
経
営
計
画
と
村
づ
く

り
】問

村
の
観
光
事
業
は
、村
民
の

暮
ら
し
に
直
結
し
て
い
る
。

28
年
12
月
議
会
あ
い
さ
つ
で
、村
長
は

観
光
地
経
営
計
画
を
成
就
す
る
に
は
、

全
庁
体
制
、全
村
体
制
が
必
要
と
述
べ

て
い
る
。全
庁
体
制
を
ど
の
様
に
作

る
の
か
。

答
多
方
面
の
施
策
が
あ
り
、い

ろ
ん
な
課
が
係
っ
て
い
る
。

課
内
だ
け
で
は
推
進
で
き
な
い
の
で

情
報
を
早
く
伝
達
し
、次
年
度
予
算
に

反
映
で
き
る
事
業
評
価
体
制
を
と
り

た
い
。問

経
営
会
議
の
役
員
15
名
の
う

ち
、女
性
１
名
は
論
外
。５
名

く
ら
い
に
し
、発
言
し
易
い
よ
う
に
す

べ
き
。ま
た
10
年
先
を
見
据
え
た
計

画
に
も
か
か
わ
ら
ず
、30
代
40
代
の
役

員
が
２
名
で
は
少
な
い
。３
番
目
に

索
道
、山
関
係
者
の
比
重
が
高
い
。農

業
、建
築
関
係
者
等
、観
光
以
外
の

方
々
の
参
加
無
く
し
て
全
村
体
制
は

作
れ
な
い
。メ
ン
バ
ー
を
変
更
す
る

考
え
は
。

答
女
性
の
構
成
比
率
や
年
齢
に

つ
い
て
は
、臨
機
応
変
に
対

応
し
た
い
。

問
「
村
の
核
と
な
る
ス
キ
ー
場

と
宿
泊
拠
点
の
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て
、八
方
、和
田
野
、

山
麓
区
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
影
響
か

ら
外
国
資
本
に
押
さ
れ
、平
成
９
年
と

29
年
の
年
少
人
口
０
～
14
才
を
比
較

す
る
と
、八
方
区
は
１
０
６
人
が
54
人

に
、和
田
野
区
は
32
人
が
13
人
、山
麓

区
は
16
人
が
4
人
に
激
減
。こ
の
３

地
区
は
商
業
地
区
と
み
な
す
の
か
、そ

れ
と
も
子
供
の
声
が
聞
こ
え
る
地
域

づ
く
り
を
め
ざ
す
の
か
。

答
商
業
地
域
で
あ
っ
て
も
子
供

と
元
気
な
年
配
者
が
い
る
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
活
気
の
あ
る
地

域
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
。

問
現
在
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
宿

泊
施
設
で
宿
泊
税
を
導
入
す

る
地
力
が
あ
る
か
。

答
宿
泊
税
あ
り
き
で
は
な
い
。

村
が
観
光
で
生
き
て
行
く
た

め
に
、黙
っ
て
い
る
だ
け
で
は
衰
退
し

て
い
く
。い
ろ
ん
な
意
見
を
聞
き
、前

へ
進
め
る
こ
と
が
必
要
。

問
財
源
の
作
り
方
の
問
題
だ
が
、

軽
井
沢
、山
ノ
内
、ニ
セ
コ
、

倶
知
安
、箱
根
町
と
白
馬
村
の
宿
泊・

飲
食
業
の
売
上
額・
従
業
者
数
、観
光

客
の
入
込
数
、地
方
税
額（
資
料
説
明
）

等
を
比
較
す
る
と
、厳
し
い
実
態
が
浮

か
び
上
が
る
。同
時
に
、今
後
の
観
光

客
の
ノ
ビ
シ
ロ
が
期
待
で
き
る
と
も

考
え
ら
れ
る
。新
し
い
負
担
を
求
め

る
よ
り
も
、村
民
の
懐
を
温
か
く
す
る

政
策
を
進
め
、地
方
税
の
増
収
を
図
る

べ
き
で
は
。

答
新
し
い
計
画・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
め
る
に
は
財
源
が
い

る
。検
討
委
員
会
で
は
、財
源
を
ど
う

捻
出
す
る
か
、ど
の
様
な
施
策
を
打
っ

て
い
く
か
を
検
討
す
る
。懐
を
温
め

る
施
策
に
つ
い
て
も
検
討
。

問
村
長
は
、県
が
策
定
す
る
民

泊
条
例
、規
則
に
ど
の
様
な

制
限
項
目
を
要
請
し
た
か
。

答
村
は
、６
つ
の
ス
キ
ー
場
周

辺
地
域
の
道
路
幅
の
狭
い
地

域
と
別
荘
地
を
地
図
上
に
表
示
。制

限
期
間
は
12
月
～
３
月
、但
し
、家
主

居
住
型
は
規
制
の
対
象
と
し
な
い
と

の
こ
と
。

村
民
の
懐
を
温
め
て
、
観
光
財
源
確
保
を

新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
に
は
財
源
が
必
要　

答 問

村の観光地経営計画の各種事業を企画、実施する心臓部（観光課・観光局）。もっと表に出て発信して頂きたい。

加藤亮輔 議員
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【
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
】

問
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け
て
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
人
員
体
制
等
を
４
月
に
整
え
、

３
か
月
間
の
準
備
期
間
を
経

て
７
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で

き
る
よ
う
組
み
立
て
て
い
る
。

問
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
に
よ
る

住
民
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

と
周
知
方
法
は
。

答
妊
娠
か
ら
出
産
、子
育
て
ま

で
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談

で
き
る
こ
と
。セ
ン
タ
ー
に
来
る
だ

け
で
ふ
さ
わ
し
い
相
談
相
手
が
見
つ

か
り
、専
門
職
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
こ
と
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
効
率

的
に
提
供
で
き
る
。周
知
に
つ
い
て

は
H
P
や
広
報
誌
、来
年
度
か
ら
運

用
開
始
す
る
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
も

活
用
。問

セ
ン
タ
ー
設
置
の
予
算
の
組

み
立
て
は

答
国・
県・
村
が
各
３
分
の
１
を

負
担
し
、子
ど
も・
子
育
て
支

援
交
付
金
を
活
用
。ま
た
、各
種
事
業

で
は
健
康
福
祉
課
が
今
年
度
か
ら
実

施
す
る
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
や

産
後
ケ
ア
事
業
に
お
い
て
は
母
子
保

健
衛
生
費
国
庫
補
助
金
を
活
用
し
保

健
予
防
費
に
充
当
す
る
と
い
っ
た
予

算
の
組
み
立
て
を
し
て
い
る
。

答

問 スポーツ環境整備への
今後の考えは

通年リゾートの
スポーツ整備を目指す

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
】

問
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
の
村

長
の
考
え
は
。

答
白
馬
村
の
自
然
の
中
で
し
か

経
験
で
き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
、四
季
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
を

選
択
で
き
る
環
境
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。特
に
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
や

サ
イ
ク
リ
ン
グ
等
類
稀
な
る
山
岳
景

観
を
有
効
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
な

通
年
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す
。

問
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
か
ら
の
選
手

育
成
に
つ
い
て
今
後
の
考
え

は
。答

指
導
体
制
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、体
育
協
会
や
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
等
の
関
係
団
体
と
連
携
し
て
整

備
す
る
。各
団
体
共
通
の
課
題
は
、指

導
者
不
足
や
少
子
化
や
競
技
の
多
様

化
等
に
起
因
す
る
部
員
不
足
。今
後

は
指
導
者
の
養
成
な
ど
単
一
の
団
体

や
機
関
で
は
な
く
、村
全
体
で
仕
組
み

を
構
築
す
る
よ
う
取
り
組
む
。

答

問 ふるさとテレワーク注１

の進捗状況は
新年度から本格始動に

向けて準備中

【
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
の
活

用
】問

ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業

の
概
要
は
。

答
①
公
共
施
設
の
有
効
活
用
。

②
仕
事・雇
用
の
創
出
。③
交

流
の
場
の
創
出
。④
I
T
推
進
教
育
。

⑤
地
域
活
力
の
推
進
の
５
つ
の
観
点

が
今
回
採
択
さ
れ
た
事
業
概
要
で
あ

り
、本
事
業
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
を
ヤ

フ
ー（
株
）へ
委
託
し
た
理
由

と
予
想
し
て
い
る
効
果
は
。

答
業
務
が
煩

雑
に
な
り

担
当
職
員
の
み
で
は

新
た
な
企
画
に
手
が

回
ら
ず
、業
務
に
支

障
が
生
じ
て
い
る
。

県
内
で
も
多
く
の
寄

付
額
を
集
め
て
い
る

自
治
体
の
多
く
が
外

部
委
託
を
し
て
い

る
。ヤ
フ
ー（
株
）は

テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
実

施
に
あ
た
り
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
注
２
を

組
ん
で
い
る
こ
と
も

あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の

相
乗
効
果
を
狙
っ
て

い
る
。ノ
ル
ウ
ェ
ー

ビ
レ
ッ
ジ
を
活
用
し
て
業
務
を
行
う

こ
と
で
、地
域
内
の
生
産
者・
事
業
者

に
密
着
し
た
形
で
返
礼
品
の
魅
力
向

上
が
図
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

注
１
：  

情
報
通
信
技
術(ICT = Inform

ation 
a

n
d

 C
o

m
m

u
n

ic
a

tio
n 

Technology)

を
活
用
し
た
、場
所

や
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な

働
き
方
の
こ
と
。

注
２
： 

互
い
に
力
を
合
わ
せ
て
目
的
に
達

し
よ
う
と
す
る
組
織
や
人
の
集
団
。

共
同
事
業
体
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
始
は

７
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
で
き
る
よ
う
準
備

答 問

総務省の平成29年度予算ふるさとテレワーク推進事業に係る
採択候補先に白馬村が選ばれた

田中麻乃 議員
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【
ご
み
処
理
広
域
化
本
格
実
施

に
向
け
て
の
対
応
状
況
】

問
白
馬
村
と
し
て
の
準
備
が
ど

こ
ま
で
出
来
て
い
る
か
。残
っ

て
い
る
課
題
は
。

答
地
区
集
積
場
で
収
集
に
支
障

を
き
た
す
報
告
は
な
い
が
、

必
要
個
所
の
整
備
は
今
後
も
進
め
る
。

宿
泊
施
設
等
事
業
者
の
業
者
委
託
は

着
実
に
進
ん
で
い
る
。ア
パ
ー
ト
住

人
対
策
に
は
、大
家
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

や
戸
別
訪
問
を
実
施
。大
家
を
通
じ

て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
行
き
渡
ら
せ
た

い
。問

広
域
化
で
こ
れ
か
ら
の
ご
み

処
理
は
新
し
い
時
代
に
入
っ

て
い
く
。今
回
だ
け
は
郵
送
し
て
で

も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
全
世
帯
に
行
き

渡
ら
せ
て
ほ
し
い
。

答
戸
別
投
げ
込
み
方
式
も
あ
る

が
、郵
送
は
案
と
し
て
は
承

る
。問

未
だ
に
集
積
場
を
造
れ
て
い

な
い
地
区
が
あ
る
。み
そ
ら

野
区
な
ど
で
認
め
た
小
規
模
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
方
式
は
、数
が
多
く
な
る
と
収

集
経
費
の
問
題
が
あ
る
が
、経
費
は
度

外
視
し
て
進
め
る
の
か
。

答
地
区
集
積
場
が
無
理
な
地
区

で
は
、こ
の
方
式
で
隣
組
単

位
ぐ
ら
い
で
は
お
願
い
し
た
い
。た

だ
し
集
積
場
も
諦
め
て
は
い
な
い
の

で
並
行
し
て
進
め
る
。

問
業
者
聞
き
取
り
で
集
積
場
が

明
ら
か
に
不
足
す
る
地
区
と

し
て
、白
馬
町
区
と
飯
田
区
が
上
が
っ

て
い
る
。集
積
場
を
造
れ
な
い
で
い

る
地
区
と
併
せ
、早
々
に
行
政
が
介
入

し
て
取
り
組
む
べ
き
。

答
完
全
で
な
い
地
区
は
確
か
に

あ
る
。曜
日
ル
ー
ル
の
徹
底

と
、地
区
と
話
し
合
い
な
が
ら
拡
充
や

新
設
を
考
え
た
い
。８
月
以
降
の
清

掃
セ
ン
タ
ー
で
の
受
け
入
れ
周
知
も

進
め
る
。

問
ご
み
出
し
時
間
の
前
日
夕
方

６
時
か
ら
は
、日
が
短
く
な

る
と
暗
す
ぎ
て
、お
年
寄
り
や
生
活
弱

者
に
は
厳
し
い
ル
ー
ル
。利
用
者
の

利
便
性
を
優
先
し
て
欲
し
い
。

答
要
望
は
聞
い
て
い
る
が
、他

自
治
体
と
比
べ
れ
ば
逆
に
長

い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。定
着
し
た

今
の
時
間
ル
ー
ル
の
中
で
徹
底
を
図

り
、高
齢
者
や
介
護
支
援
者
に
は
地
区

ご
と
に
柔
軟
な
ル
ー
ル
で
扱
い
た
い
。

問
ご
み
分
別
の
啓
蒙
は
子
供
た

ち
に
こ
そ
教
育
と
し
て
や
る

べ
き
。複
数
学
年
で
機
会
を
設
け
て

ほ
し
い
。

答
良
い
提
案
な
の
で
検
討
す
る
。

答

問 新年度においての
取り組みは

集落支援員を
一人増員する

【
行
政
区
問
題
の
新
年
度
で
の

取
り
組
み
】

問
行
政
区
問
題
の
解
決
に
向
け

て
新
年
度
で
の
取
り
組
み
は
。特
に

行
政
公
報
が
行
き
届
か
な
い
こ
と
は

根
幹
的
任
務
に
関
わ
る
問
題
だ
が
。

答
集
落
支
援
員
を
一
人
増
員
す

る
。加
入
率
80
％
を
目
指
し

て
区
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
お
知
ら
せ

し
て
い
く
。役
員
の
負
担
軽
減
で
は

２
つ
を
見
直
し
、農
家
組
合
長
は
調
整

中
。広
報
の
不
備
は
新
年
度
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
。

問
集
落
支
援
員
の
仕
事
が
見
え

な
い
。広
報
は
今
の
ま
ま
で

は
絶
対
ダ
メ
。受
動
的
に
行
き
渡
ら

せ
る
の
は
や
は
り
紙
媒
体（
広
報
誌
）。

利
用
が
期
待
で
き
る
ス
マ
ホ
防
災
ア

プ
リ
の
実
施
時
期
は
。

答
整
備
方
針
は
出
来
て
い
て
、

実
施
に
向
け
て
研
究
中
。

ご
み
処
理
広
域
化
の
準
備
状
況
と
課
題
は

減
量
目
標
は
ぎ
り
ぎ
り
達
成
し
て
い
る

答 問

丸山勇太郎 議員

リサイクル物の品目ごとに置き場所を定めた沢渡区のごみ集積場
理想的であり他の模範となる事例
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【
観
光
財
源
検
討
】

問
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
を
大
手

の
外
部
企
業
に
委
託
す
る
が
、

こ
の
よ
う
な
大
切
な
自
主
財
源
を
観

光
財
源
に
充
て
る
こ
と
を
考
え
な
か
っ

た
の
か
。

答
外
部
委
託
に
よ
り
、職
員
が

新
規
の
企
画・
商
品
開
発
等

に
専
念
で
き
る
。メ
ニ
ュ
ー
が
充
実

す
る
こ
と
で
寄
附
金
の
増
額
が
見
込

め
、そ
れ
が
新
た
な
財
源
に
な
る
と
考

え
る
。問

こ
の
外
部
委
託
先
と
ノ
ル

ウ
ェ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
の
賃
貸
借

契
約
を
し
た
際
の
契
約
内
容
を
、Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
注
１
で
検
証
し
た
の
か
。�

答
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
の
利

用
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
と

の
庁
内
検
討
の
結
果
や
、地
権
者
か
ら

有
効
活
用
を
要
望
さ
れ
、ふ
る
さ
と
テ

レ
ワ
ー
ク
に
手
を
上
げ
た
。

問
宿
泊
業
者
の
意
見
の
中
に

「
職
員
の
給
与
が
高
い
。ま
ず

は
自
分
達
の
身
を
削
り
努
力
し
て
か

ら
、村
民
に
税
負
担
を
お
願
い
す
べ
き

だ
」と
あ
る
が
ど
う
と
ら
え
る
か
。

答
当
村
の
人
件
費
総
額
は
、他

の
同
規
模
の
自
治
体
と
比
べ

て
相
当
程
度
低
い
水
準
。

問
村
全
体
の
老
朽
化
し
た
施
設

は
、寂
れ
感
が
強
く
観
光
に

は
ダ
メ
ー
ジ
だ
。リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

復
活
の
要
望
も
あ
る
の
で
、事
業
者
対

象
の
外
観
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
23
年
度
～
25
年
度
は
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
。26
年
度
は
地
域

活
性
化
事
業
補
助
。28
年
度
ま
で
被

災
住
宅
修
繕
補
助
。28
年
度
か
ら
起

業
・
創
業
支
援
補
助
を
創
設
し
、年

1
0
0
0
万
円
近
く
を
補
助
。
直
ち

に
導
入
す
る
の
は
難
し
い
。

問
観
光
従
事
者
が
公
平
に
負
担

し
、な
お
か
つ
観
光
客
も「
来

て
良
か
っ
た
」と
思
え
る
観
光
地
に
す

る
た
め
に
、検
討
に
時
間
を
か
け
る
べ

き
。住
民
の
意
見
を
反
映
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
や
場
の
検
討
は
。

答
観
光
関
連
団
体
に
は
委
員
と

し
て
参
加
、事
業
者
か
ら
の

ヒ
ア
リ
ン
グ・意
見
交
換
会
、パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
意
見
を
反
映
。

問
今
ま
で
と
同
じ
こ
と
を
や
っ

て
い
て
も
違
う
結
果
は
出
な

い
。財
源
検
討
の
審
議
会
を
ケ
ー
ブ

ル
Ｔ
Ｖ
で
放
映
し
、内
容
を
知
っ
て
も

ら
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
藤
本
副
村
長�

他
の
村
の
検
討

委
員
会
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考

え
て
検
討
。

答

問「新・道の駅」
調査の結果は

国交省の検収注２

作業があり３月末に

【
新
・
道
の
駅
】

問
ど
の
よ
う
な
調
査
結
果
だ
っ

た
の
か
。

答
国
土
交
通
省
の
調
査
結
果
の

検
収
作
業
を
受
け
る
た
め
、

結
果
は
３
月
下
旬
。

問
住
民
不
在
の
計
画
に
な
ら
な

い
た
め
に
、今
後
ど
う
意
見

を
集
め
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く
の

か
。答

村
内
25
の
各
種
団
体・
法
人

に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
中
。然
る
べ
き
時
期
に
調
査
結
果

の
報
告
を
予
定
。

注
１
： 

Ｐ（
計
画
）業
務
計
画
を
作
成
。
Ｄ

（
実
行
）業
務
を
行
う
。Ｃ（
評
価
）業

務
の
評
価
を
行
う
。Ａ（
改
善
）実
施

を
調
べ
て
改
善
を
す
る
。こ
の
4
段

階
を
順
次
行
い
１
周
し
た
ら
、次
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
つ
な
げ
る

と
い
う
検
証
方
法
。

注
２
： 

仕
様
ど
お
り
に
な
っ
て
い
る
か
ど

う
か
を
検
証
す
る
こ
と
。

ケ
ー
ブ
ル
T
V
で
財
源
検
討
審
議
会
の
放
映
を

他
の
検
討
委
員
会
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
検
討

答 問

伊藤まゆみ 議員

ふるさと納税は使い勝手のいい大切な自主財源。
観光財源に充てることも検討。そんな大切な財源の10％を外部委託するが、

見込まれる雇用はパート・アルバイト２～８名程度。
（外部委託先での説明会　3月23日）
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【
平
成
30
年
度
予
算
と
村
長
４

年
任
期
の
総
括
】

問
予
算
編
成
で
最
も
重
要
視
し

た
事
業
は
。

答
妊
娠・
出
産
期
か
ら
18
歳
ま

で
子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
、

療
育
等
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実
現

す
る
た
め
、子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
事
業
。地
方
創

生
交
付
金
事
業
で
、世
界
№
１
リ
ゾ
ー

ト
と
通
年
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を

見
据
え
た
、世
界
か
ら
選
ば
れ
る
山
岳

観
光
地
構
築
事
業
を
展
開
す
る
。

問
選
挙
公
約
に「
元
気
あ
る
白

馬
村
を
取
り
戻
す
」と
あ
る

が
、取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
か
。

答
就
任
か
ら
３
ヵ
月
、26
年
11

月
22
日
白
馬
村
の
歴
史
に
残

る
大
震
災
が
発
生
し
、被
災
さ
れ
た

方
々
の
避
難
先
の
確
保
や
、生
活
基

盤
、産
業
基
盤
の
復
旧
に
全
力
で
対
応

に
当
た
っ
た
。震
災
も
あ
っ
た
が
、白

馬
村
合
併
60
周
年
記
念
大
会
、30
年
ぶ

り
に
開
催
し
た
銀
嶺
国
体
、F
I
S

サ
マ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
、ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
コ
ン
バ
イ
ン
ド
白
馬
大
会
な
ど
、全

国・全
世
界
に
白
馬
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信

で
き
た
。予
期
せ
ぬ
災
害
の
発
生
に

よ
り
、元
気
な
白
馬
村
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
た
か
分
か
ら
な
い
が
、元
気

な
白
馬
村
を
P
R
出
来
た
と
思
う
。

問
８
月
村
長
任
期
が
満
了
す
る

が
２
期
目
の
考
え
は
。

答
自
分
な
り
に
わ
き
目
も
振
ら
ず

村
政
に
取
り
組
ん
で
き
た
。そ

の
時
期
に
つ
い
て
は
、後
援
会
や
支
持
者

の
皆
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
判
断
し
た
い
。

答

問 次の小水力発電所
建設の考えは

水量調査など適地の
検証等に取り組む

【
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
】

問
第
５
次
総
合
計
画
で
は
、積

極
的
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
活
用
に
取
り
組
む
と
謳
っ
て
い
る

が
。答

自
然
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な

い
発
電
シ
ス
テ
ム
に
前
向
き

に
取
り
組
む
こ
と
は
、こ
の
時
代
に
生

き
る
我
々
に
と
っ
て
責
務
と
考
え
る
。

問
新
た
な
小
水
力
発
電
所
を
造

る
計
画
は
。

答
村
と
し
て
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
の
問
題
に
取
り
組
む
こ

と
は
大
事
な
こ
と
。小
水
力
発
電
所

建
設
に
向
け
て
は
、水
量
調
査
等
適
地

の
検
証
や
、エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
国
の
事

例
研
究
、関
係
省
庁
等
の
更
な
る
助
成

制
度
な
ど
財
政
面
の
研
究
も
併
せ
て

取
り
組
む
。

答

問 新たな観光
振興策は

サイクルツーリズム
事業を積極推進

【
グ
リ
ー
ン
期
の
ス
ポ
ー
ツ
観

光
】問

新
し
い
観
光
振
興
策
と
し
て

自
転
車
環
境
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、進
捗
状
況
は
。

答
年
度
予
算
新
規
事
業
と
し
て

「
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」

の
１
１
０
０
万
円
を
計
上
し
た
。施

設
面
で
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
事
前
合
宿

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
環
境
整
備
を

行
う
。

問
新
し
い
観
光
振
興
策
を
考
え

て
い
る
か
。

答
白
馬
A
L
P
S
花
三
昧
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、新

た
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
食
用
の
花

を
使
い
、食
の
面
か
ら
花
溢
れ
る
白
馬

を
体
験
し
て
い
た
だ
こ
う
と
企
画
し

て
い
る
。

平
成
30
年
度
予
算
で
重
要
視
し
た
事
業
は

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

答 問

田中榮一 議員

自然エネルギーの有効活用は可能か
渇水期でも水の流れが絶えない犬川
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お
や
き
の
製
造
で

お
や
き
の
製
造
で

現
地
雇
用
を
促
進

現
地
雇
用
を
促
進

庄
屋　

ま
る
は
ち

庄
屋　

ま
る
は
ち

ご意見を
お寄せください。
85-0725（直通）

72-7001（ファックス）

議会傍聴においでください
次の定例会は　6月　　本会議はユーテレ白馬でご覧いただけます

むらの未来が見える
（12月定例会の傍聴者延べ

本会議 33名、委員会 10名　合計 43名）

表紙の写真説明
4月14日に行われた平昌オリンピック・パラリンピック出
場選手凱旋パレードに、寒い中たくさんの方が応援に集まっ
てくれました。横断幕を用意してくれた皆さん、先頭で旗を
持ってくれた白馬中スキー部女子、選手にメッセージを送っ
てくれた白馬高校生、凍える手を温めながら演奏に励んでく
れた白馬北小・白馬中吹奏楽部の皆さん、そして白馬の名を
世界へ轟かせてくれた選手の皆さん、本当にありがとう。

現
在
、議
会
運
営
委
員
会
で
は「
白
馬
村
議
会
基
本
条
例
」の
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
条
例
は
、議
員
の
活
動
原
則
と
し
て
昨
年
の
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
、こ
の
条
例
に

基
づ
き
１
年
間
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、さ
ら
に
充
実
し
た
活
動
を
す
る
た
め
に
は
、基
本
理
念
の
再
確
認
、論
点
・
争
点
の

明
確
化
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
や
ル
ー
ル
の
策
定
等
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、昨
年
実
施
し
た「
議
会
と
村
民
と
の
意
見
交
換
会
」で
出
さ
れ
た
ご
意
見
等
も

踏
ま
え
、議
会
運
営
委
員
を
中
心
に
、熱
意
を
持
っ
て
基
本
条
例
の
検
証
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

前
回
に
引
き
続
き
指
定
管
理
者
と
な
っ

た
㈱
Ｇ
Ｃ
は
、長
野
市
で「
そ
ば
屋
の
お

や
き
」を
販
売
。
そ
の
手
法
を
こ
こ
に
も

応
用
し
、松
本
城
近
辺
を
拠
点
に
す
る
販

売
を
目
的
と
し
た
製
造
を「
庄
屋
・
ま
る

は
ち
」で
行
う
予
定
だ
。

長
野
の
お
や
き
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

の
手
作
り
。
同
様
に
白
馬
で
も
高
齢
者
を

雇
用
し
、手
作
り
お
や
き
の
製
造
拠
点
と

す
る
。

村長から「絵画などを展示する場に…」とのアイディアも出されたが…。
有効活用に期待がかかる。（現場での説明　3月22日）

  　
　
　
　

議
会
基
本
条
例
の
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す

議
会
基
本
条
例
の
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す

  

も
っ
と
身
近
な
議
会
に
！

も
っ
と
身
近
な
議
会
に
！

こ
ん
な
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
！

こ
ん
な
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
！

	

○
陳
情・請
願
の
書
き
方
例
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

	

○
陳
情・請
願
で
意
見
陳
述
す
る
場
合
の
手
続
き

	

○
意
見
交
換
会
開
催
の
要
望
が
あ
っ
た
場
合
の
基
準

	

○
自
由
討
議
の
充
実

	

○
議
員
研
修
の
あ
り
方

	

○
議
会
だ
よ
り
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
等

	

○
議
会
図
書
室
の
あ
り
方
や
管
理 

　
　
　
　
な
ど

現
場
視
察
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■ 平成30年度予算
　  ・子育て世代支援を充実‼ …………………… 2
   　 一般会計予算60億4700万円、ほか5会計
　  ・ここが聞きたい！今年はどう変わる？ ………………………… ４
　   「みんなの予算」その使い道
■常任委員会審議
　  ・ふるさと納税　寄附総額2億100万円に！
　 ・除雪費用　総額3億1215万円に！
■平成30年度予算に附帯決議 …………………………………11
■夢・私たちに。「わたしのひとこと」……………………………22

■ 村政を問う　一般質問 …………………… 13
・新たな観光財源で想定する財源規模は ………14
・新リサイクルセンター建設の方向性は ………15
・村民の懐を温めて、観光財源確保を …………16
・子育て世代包括支援センターの開始は ………17
・ごみ処理広域化の準備状況と課題は …………18
・ケーブル TV で財源検討審議会の放映を ……19
・平成 30 年度予算で重要視した事業は ………20

熱い思いをありがとう！
　　　みなさんが私たち村の誇りです。
熱い思いをありがとう！
　　　みなさんが私たち村の誇りです。

お祝いに駆けつけてくれた大勢のみなさんお祝いに駆けつけてくれた大勢のみなさん

横断幕を用意してくれたみなさん横断幕を用意してくれたみなさん

選手のみなさん選手のみなさん

白馬中スキー部・女子のみなさん白馬中スキー部・女子のみなさん白馬高校のみなさん白馬高校のみなさん白馬北小・白馬中吹奏楽部のみなさん白馬北小・白馬中吹奏楽部のみなさん

あ

と

が

き

農業って？！
横沢　冨美子新田

大阪から嫁いだ私にとって、農作
業は何もかもが初体験。嫁いだ当初
は何もわからず、義父や義母の苦労
も知らず。２年前に義父が亡くなり、
それまで義父のしていた様々な農作
業を、義母と主人で手分けし、私も
少しばかりお手伝いをすることに。
そして気付いたことは米作りの大変
さと、それに見合うだけの収入が得
られていないという現実でした。「お
米は作るよりも、買った方が安い」
という言葉の真意が理解できました。
今後、細々と続ける農業従事者に
も高齢化が進み、荒廃農地は増加の
一途。早急に手を打たなければ、の
どかな田園風景も失われてしまいま
す。春から秋のお米作りや農作業で、
しっかりと収入を得ることができれ
ば、冬だけの白馬移住者たちが白馬
定住を考えることにも繋がってゆく
のでは。白馬を愛し、農作業へも挑
戦したい人、求む！

障がいを負って思うこと
田中　聡夫飯田

私は６年前に交通事故で不自由な
体になり、様々な面で不便なことが
多くあります。
私が負った障害は右足のひざ上で
の切断と、右股関節の可動域制限で
す。普段は義足と車いすを併用した
生活となっています。
行政の対応の遅れは強く感じると
ころで、私が使用しているコンピュー
ターで制御する高機能な膝継手は、
５年前にようやく公的な認証を受け
て費用負担が軽くなりましたが、既
に20年以上前に発売されていたも
のです。未だに高機能で高価な義肢
の部品はぜいたく品であるという認
識が強くありますが、どんなに高機
能な部品を使ったところで普通に歩
くのに近づくだけで、決して生身の
脚には敵わないということです。
障がいは、人それぞれで通り一辺
倒な対応で済まない。そのことをご
理解いただければと思い、この文を
書かせていただきました。

夢と希望が持てる村に
柏原　孝至三日市場

子ども達が夢と希望を持って活動
できる村、村民が安心して生活でき
る村に。平昌オリンピックで大北唯
一の銀メダリスト、Ｗ杯総合優勝、
渡部選手の活躍が連日報道されまし
た。どうでしょうか、スノーハープ
に渡部コースを作ったら。
春の雪解け、白馬三山と桜の開花、
リーゼンスラロームコースの片側を
桜並木にしたら、いかがでしょうか。
五月に入ると山の嶺に向かって咲き
上がる桜は見事だと思います。
観光で生きる村の道の駅は場所が
大切。場所が良ければ収入はかなり
見込めます。雇用を増やし、利益は
村民の為に使う。村内で地形的に車
がどうしても通らなければならない
場所に、国道、オリンピック道路、
計画中の高規格道路、ＪＲ駅などに
観光施設も充実させる計画を早期に
して、造ってほしいものです。飯森
はどおだねぇ。

夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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春
の
訪
れ
と
気
温
の
上
昇
に
驚

い
て
い
ま
す
。
４
月
中
頃
に
は
桜

も
開
花
す
る
勢
い
で
す
。
速
さ
と

言
え
ば
、
北
朝
鮮
の
金
正
恩
氏
の

変
わ
り
身
の
速
さ
で
す
。
昨
秋
は

ミ
サ
イ
ル
を
飛
ば
し
、
核
実
験
を

行
う
な
ど
世
界
を
敵
に
回
し
や
り

た
い
放
題
で
し
た
が
、
平
昌
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
境
に
対
話
路
線
に
舵

を
切
る
豹
変
ぶ
り
に
は
驚
か
さ
れ

ま
す
。

　

驚
く
と
言
え
ば
、
日
本
の
最
高

行
政
組
織
の
公
文
書
が
改
ざ
ん
さ

れ
、
改
ざ
ん
文
章
に
基
づ
い
て
1

年
間
も
国
会
審
議
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
。

　

こ
れ
か
ら
も
人
と
し
て
の
良
心

が
、
行
政
の
信
頼
が
、
日
本
の
民

主
主
義
が
試
さ
れ
ま
す
。
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